
市民とともに見直す市の事業

９市民農園に要する経費　　　　　　　　　　　　担当：農林水産グループ
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仕分け結果：民間
特に市が行う必要はない事業である 
　事業の廃止が適当。 
　市がやらなければ市民生活に大きな支障が出たり民間では対
応困難という性格の事業ではない。 
　休耕地、耕作放棄地はたくさんあり、貸してもいいと考えて
いる所有者もいると思われることから、農協や特定非営利法人
など、民間で十分対応可能であり、むしろ民間の方が効率的に
実施できると考えられる。　
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仕分け結果に対する事業の方向性：改善
　ご指摘のとおり、市民農園の民間への移行も１つの手法では
ありますが、現段階では、受け皿となる民間事業者がなく、こ
のまま事業を廃止すると、農園の多面的機能である、自然との
触れ合いや、生きがいづくり、健康でゆとりのある市民生活の
確保など、これまでの10年間におよぶ事業の継承ができない
ことから、本年度も、市が事業を継続することとしました。
　事業の実施に当たっては、今年が市制施行40周年の節目の
年であることから、これまでの集大成として、野菜づくりのさ
まざまなノウハウを活用した野菜の栽培方法（土づくり、種の
まき方、肥料の施し方）などの冊子を作り、市民に情報発信す
ることで、農業施策への関心を高め、理解が深まるよう努める
とともに、野菜や花などの栽培を通した『作る楽しみや喜び』
を体験できるレクリエーションの場を提供するなど市民生活の
向上に貢献できるよう努めてまいります。
　なお、平成23年度以降は、民間事業者による新たな事業の
展開も視野に入れ、この１年間、検討してまいります。
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純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－△　９千円５６６千円５５７千円

１０国立公園清掃活動事業補助金　　　　　　　　　　　　担当：観光振興グループ
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仕分け結果：登別市（現行どおり）
現行どおり 
　制度的な縛りがある事業であり、市の一存では変えようのな
い事業。また、国立公園内の清掃は、市の観光振興の観点から
も欠かせない。 
　ただし、清掃を含む国立公園の管理は、本来は国が行うべき
もの。加えて、国の直轄負担金と同様、支出した５０万円が何に
使われたか、中身が見えないために適否の判断ができない。 
　また、駐車場管理員などの接遇についても、観光客に不快に
ならないよう指導などが必要。
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仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　本事業については、事業仕分けにおいて、国立公園の清掃は、
本来、国が行うべきとの指摘がありましたが、法的には特に定
められていないことから、地元自治体を含め、国や北海道、財
団法人自然公園財団が互いに協力し、事業を行うこととしてい
ます。 
　本事業が市単独で行っている事業であれば事業見直しの可能
性があるもの、当市の観光スポットである地域を不衛生かつ危
険な状態のまま放置することはできないことから、関係機関の
協力のもと、年間約300万人の観光客が訪れる地元観光スポッ
トを清潔、かつ安全と安心さを保っている状況にあります。 
　巡回や修繕、ごみ拾いなどにかかる経費を地元市だけで負担
することは、年間のごみ処分料にも満たないことから、国や北
海道、財団法人自然公園財団との共同で、平成22年度におい
ても継続して実施することとしました。
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－０千円５００千円５００千円

１１登別市衛生団体連合会運営事業補助金　　　　　　　　　　　　担当：環境対策グループ
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仕分け結果：登別市（要改善）
事業の意義は認められるが、事業統合や事業を
実施する組織の見直しの検討が必要 
　事業の必要性は認められるが、町内会でも同様の事業を行っ
ていることから、今すぐには無理だとしても、将来的に町内会
への移管も検討が必要。 
　また、実質的には市役所担当課職員が市衛生団体連合会の事
務をすべて行っており、市の事業として行っても不都合が生じ
ない事業。あえて団体というハコにお金を流して事業を実施す
る必要性は認めにくい。
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仕分け結果に対する事業の方向性：維持
　『登別市廃棄物の再利用及び処理に関する条例』の目的を達
成するためには、ごみの減量化や分別の徹底、リサイクルの推
進、ごみステーションの管理など全市を挙げて市民との深いか
かわりの中で継続的な取り組みが重要であることから、全町内
会で組織化された登別市衛生団体連合会と行政が一体となって、
今後も活動を継続していく必要があります。 
　また、同連合会の全市にまたがるネットワークは、不法投棄
の監視による抑止や迅速な情報提供など、環境保持効果が極め
て高く、全市の美化推進に不可欠で、同連合会の円滑な活動を
今後も維持し、市民と密接な連携を図る必要もあることから、
現行のまま支援を維持していくこととします。
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事業仕分けによる
純粋な効果額差　額平成２１年度平成２２年度

－０千円５００千円５００千円
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